
「宮っこ 子育ち・子育て応援プラン（後期計画）」（案）【概要版】 
 

 

次代の親となる 

少子化の流れを変える 

子どもが成長する 

自立した若者になる

 

 

参考資料１－１ 

◇ 子どもを取り巻く環境 ② 

 

■ 本市の少子化の現状 

・近年，出生数は横ばいの傾向で推移している。 

・本市の総人口は，今後平成２９年をピークに緩やかに人口減少

に転じることが見込まれる。 

・若年層の未婚率や平均初婚年齢が上昇し，晩婚・晩産化が進行 

・将来，若年女性(20～39 歳)人口の減が予測され，合計特殊出生

率の現在水準を維持した場合でも，出生数の減少が見込まれる。 

◇ 子どもを取り巻く環境 ① （本編 P5～） 

■ 計画の位置付け 
・「第５次宇都宮市総合計画改定基本計画」（後期計画）

の分野別計画 
・「次世代育成支援対策推進法」に基づく市町村行動計画

・国の健やか親子２１の地方計画である「すこやか親子

うつのみや２１（母子保健計画）」，母子及び父子並び

に寡婦福祉法第１２条に基づく「ひとり親家庭等自立

促進計画」，本市の青少年健全育成指針に基づく「第２

次青少年健全育成計画」の内容を継承・発展させた子

どもと子育て家庭を総合的に支援するための計画 

■ 計画の範囲 

・保健，福祉，青少年健全育成，労働，教育など，子ど

もを取り巻く環境整備について関連の深い分野につ

いて，その取組と方向性を示すもの 
・対象とする子どもの年齢は，０歳からおおむね３０歳 

■ 計画策定の趣旨 

子どもや子育て家庭を取り巻く新たな社会問題に対

応し，これまで以上に，子育て家庭が愛情を持って安心

して子どもを生み育て，子どもたちが心身ともに健やか

に育つことができるよう，取組をより一層推進するた

め，後期計画を策定する。 

◇ 計画の概要 （本編 P1～） 
■ 国の子育て支援策の動向 

 子どもを生み育てやすい環境づくりのため，

継続的な取組・強化を図っている。 

 平成２５年  

・少子化危機突破のための緊急対策 

⇒結婚・妊娠・出産・育児の切れ目ない支援 

 平成２６年  

・次世代育成支援対策推進法の延長 

⇒次世代育成支援のための取組の推進 

・子どもの貧困対策に関する大綱 

⇒すべての子どもたちが夢と希望を持って成

長していける社会の実現 

 ・まち・ひと・しごと創生法の制定 

⇒少子高齢化の進展に的確に対応し，人口減少

に歯止めをかける取組の実施 

 平成２７年度～  

・「子ども・子育て支援新制度」の施行 

⇒すべての子育て家庭への乳幼児から学童期

まで切れ目ない子育てサービスの推進 

■ 本市の子どもと子育て家庭の現状 

・６歳未満の子どものいる子育て世帯の８割以上が核家族世帯 

・就業者数に占める女性の割合が上昇 

・女性の年齢別就業状況は，３０歳台で「出産・育児等」が要因

で就労率が減少する，Ｍ字型カーブの傾向 

・女性の就労率の高まり等による，保育所の入所児童数の増加 

・子どもの成長に必要な，青少年の体験活動機会が減少 

・社会的自立に困難を抱える若者の増加 

・療育手帳を所持する障がい児の割合が増加傾向 

・ひとり親世帯の収入状況が全国の全世帯平均と比較し低い。 

・生活保護世帯の増加，高校進学率が低い。 

■ 前期計画の取組の評価 

＜計画全体の目標（合計特殊出生率）について＞ 

計画策定時の平成１９年の「１．４３」から途中変動は 

あるが緩やかに上昇，回復基調にある。 
 

 
 
 
 
 

＜重点事業の評価（平成２５年度）＞ 

２２の重点事業のうち，２１事業が年次目標に対して 

「達成」，「概ね達成」となっており，進捗は，概ね順調 
 

 

 

 

 

■ 市民意識調査等に基づく子育て・子育ちの現状 

評価 割合（事業数） 

◎ 達成している 約 82％（18） 

○ 概ね達成 約 14％（ 3） 

△ 達成していない 約 4％（ 1） 

指標 Ｈ１９年 Ｈ２５年 

宇都宮市 １．４３ １．５６ 

栃木県 １．３９ １．４３ 

全国 １．３４ １．４３ 

■ 課題のまとめ 

 

課題１ たくましい子どもの育ちと若者の自立への支援が必要です 

課題２ 子どもの心豊かで健やかな成長への支援が必要です 

課題３ 障がいのある子どもの健やかな発達への支援が必要です 

課題４ 男性も女性も仕事と生活が調和する社会の実現に向けた 
「働き方改革」の推進が必要です 

課題５ すべての子育て家庭を支援するための教育・保育サービス
の充実が必要です 

課題６ 安心して妊娠・出産できる支援体制の充実が必要です 

課題７ ひとり親家庭等の自立に向けた支援の充実が必要です 

課題８ 家庭や地域における養育力の向上支援が必要です 

課題９ 子どもが安全・安心に暮らせる環境整備が必要です 

※網掛け・下線は前期計画からの変更 

・イライラして子どもにつらく当たった経験が子育て

世帯のほとんどの親にある。 

・子育て世帯の親の約５割が子育てに関して不安感や

負担感を感じている。 

・子どもの数の理想は３人，予定は２人。 

 理想より予定の数が少ない主な理由：子育てにお金

がかかるから。出産・育児の心理的・身体的負担 

■ 計画の期間 

目標年度 平成 31 年度 

 

前期

H22～26年度

後期

H27～31年度

見直し 
H26 

目標年次 
H31 

子どもたちや若者が心豊かにたくましく成長するため 

結婚・妊娠・出産や子育ての希望をかなえるため 

地域全体で子育ち・子育てを支えあうため 

・子どもの出産前後に離職した人の約５割が「保育サ

ービスや職場環境が整っていれば就労を継続」 

・ひとり親になった当時困ったこと「子どもの世話や

教育」「仕事の事」「収入が減ったこと」「家事のこと」 

◇ リーディングプロジェクト （本編 P48～） 

 

 

宮っこ 

子育ち・子育て 

応援プラン 

次世代育成支援 
行動計画 

すこやか親子 
うつのみや２１ 
（母子保健計画） 

第２次青少年

健全育成計画 

ひとり親家庭等

自立促進計画 

継承・発展 継承・発展

宮っこ未来ビジョン 学校教育推進計画 地域教育推進計画

 

 

 

地域福祉計画 障がい者福祉プラン 男女共同参画行動計画

連携 

連携 

（本編 P10～） 

（本編 P36～）（本編 P31～） 

 

 

対応する政策課題 

◆子育て家庭の理想の子どもの数をかなえる
◆すべての子育て家庭への乳幼児期から学童期 

までの切れ目のない子育てサービスの推進 

【実現に向けた取組】 
・教育・保育サービスの供給体制の確保 
・こんにちは赤ちゃん事業 
・子育てサロン 
・利用者支援事業 
・多様なニーズに応える 

教育・保育サービス事業 
・宮っ子ステーション事業 
（子どもの家・留守家庭児童会事業） 
・発達支援児保育の推進  等 

 

「つながる」支援 

～すべての子育て家庭の 子育て安心プロジェクト～ 

少子化の流れを変えるため，喫緊

の対応が必要な特定課題に対して，

３つのリーディングプロジェクトを

設定し，最優先に取り組む。 

①若者の結婚の希望をかなえる支援 

②子育て家庭の理想の子どもの数をかなえる支援 

③すべての子どもが夢と希望を持って成長できる支援 

◎喫緊の対応が必要な特定課題 

 

 

「育ち」の応援 

◆子どもの貧困対策の推進 
◆若者の社会的自立の支援促進 

対応する政策課題 

【実現に向けた取組】 
・奨学金等貸付事業 
・ひとり親に対する就労までの支援の整備
・青少年の自己形成の支援 
・青少年の総合相談事業 
・キャリア教育の充実  等 

～すべての若者の 自己確立応援プロジェクト～

 

「希望」の実現 

◆結婚・妊娠・出産の希望がかなうこと 
◆結婚・妊娠・出産・子育ての切れ目のない支援

対応する政策課題 

【実現に向けた取組】 
・家族観・結婚観の醸成 
・結婚・子育て応援きらきら事業 
・妊娠に関する正しい知識の普及啓発 
・中高生と乳幼児のふれあい交流事業 
・男性の家庭参画の促進  等 

～次代の親の 育成プロジェクト～ 



「宮
 
 

 

 
 
 
 

 ◇

子育

母子
医療

◇

宮っこ 

◇ ライ

◇ 計画の

「つながる

が支える 

・
・
・
・
 

・
・

育て支援 

子保健・ 
療の支援 

◇基本理念
子ども・家

れぞれの役

■妊

母
健康
高め

・子育てしや

環境づくり

・社会体験の

・子育ての第

・家族みんな

もった子育

家 

企 

子育ち

フステー

基本理念

の基本的

る人の“みや

未来を拓く

母子手帳の
妊婦健康診
妊産婦医療
不妊治療費

こんにちは
ママパパ学

念のイメー
家庭・学校・
割分担によ

妊娠・出産期

母親となる女
康に過ごし，
めていく大切

やすい職場 
り 
の場の提供 

第一義的責任 
なでゆとりを 
育て 

庭 

 
・一人

・基本

・将来

の自

業 

ち・子育て

ージごとの

念 

な考え方

や”」 

く子どもの育

交付と子育
診査 
療費の助成 
費助成 

は赤ちゃん事
学級 

ジ 
企業・地域
り一体的に推

期

女性が，妊娠
父親・母親

切な時期

未来

子ど

つながる

・本計画の

計画的・

・様々な関

との連携

子

子

行

人の人間として

本的な生活習慣

来の地域社会の

自覚 

子

て応援プ

の施策事業

方 (本編 P4

育ち 

 

平成

結

かな

【基

て情報等の提

事業 

・行政が相互
推進 

娠中に心身と
親となるため

来を拓く 

もの育ち 

る人の“み

の施策・事業の

主体的な推進

関係機関・団体

携・協力 

子育て 

子育ち 

行 政 

て人権が守られ

慣や社会性を培

の担い手，社会

子ども 

プラン（

業 （本編

40～） 

成 31 年（20

婚，出生に関

った場合の合

基本理念が実

提供 ・乳

・予

・教

・フ
・子
・一

互に有機的に

もに
の自覚を

みや” 

・家庭

・子

生き

の 
進 
体等 

れ，尊重される

培う 
会の一員として

・子

れる

・子

一員

（後期計画

編 P94～） 

019 年）

関する希望が

合計特殊出生

実現された

乳幼児健康診

予防接種の実

教育・保育サ

ファミリーサ
子育てｻﾛﾝ（地
一時預かり事

に機能できる

■乳幼児期

遊びを中
錯誤や，家
愛情あふれ
成の基礎と

庭や地域との

どもの学力を

きる力を育てる

学 校

る 

て

子どもと大人が

る活動の場をつ

子どもを地域社

員として温かく

地 域

画）」（案

１．７５ 

がすべて 

生率の水準 

た姿】 

診査 

実施 

サービスの供

サポートセン
地域子育て支
事業 

るよう，そ

期（0～5歳）

中心とした体
家庭を中心と
れる関わりを
なる時期

連携 
育み， 
る 

校 

関わ 
つくる 
社会の 
く見守る 

域 

案）【概要

 ◇ 計

◆家庭
ること
て支援

◆未来
育ちと
での子

■関

・庁
関

事業
・庁
行

業，
関係
活動
すべ
なが
があ
議の
育て
進捗
し，
対策

■計
施策
計画
し，
とで
また
が参
体制
実施
に周

供給体制の確

ンター事業 
支援拠点事業

験の中で試行
した人々との
通じ，人格形

要版】 

計画の総合

基本的

庭が安心して
とができる社
援 

来を拓く子ど
と，地域社会
子育ち支援

関係機関等と

内推進体制
関係部局との連
業を推進する。

外推進体制
行政，家庭（子
労働者団体
者，教育関係

動団体等子育
べての主体が相
ら，協働で
る。協働し
場である「
会議」にお

捗状況の報告
意見をもと

策を講じる。

計画の点検・
策への反映
画全体の進捗
結果を事業

で，取組の実効
た，こうした過
参画する場と
制の活用を図
施状況につい
知する。 

確保

業）

・体

 

・「小
・子
・宮

・家

・職

行
の
形

■学

集
がら
身に

合的な推

的視点 

て子ども生み
社会全体での

どもたちの
とのつなが

との連携 

 
連携により，
。 
 
子どもの保護
，保健・医療
係者，ＮＰＯ
ち・子育てに
相互に連携，
取り組んで行
て推進するた
宇都宮市子
いて，毎年，
を行い，情報
に，市として

評価等の公

捗状況を点検
実施等に反映
効性をさらに
過程に地域の
して，上記庁
るとともに，
て公表し，広

体力向上に関

小中一貫教育
子どもの一斉
宮っ子ステー

家庭教育講座

職業体験キッ

学童期（小学

集団生活の中
ら，多様な知
につける時期

進体制
（本編 P93）

み育て
の子育

自らの
りの中

，取組や

護者），企
療・福祉 
Ｏ，地域 
に関する 
，協力し 
行く必要 
ための協 
ども・子 
，計画の 
報を共有 
て必要な 

公表及び 

検・評価 
映するこ
に高める。
の関係者
庁外推進
，計画の
広く市民

する指導の充

育・地域学校
見守り活動
ション事業

の充実 

ザみや 

学生）

中で人間関係
知識や基礎的
期

 

基本目

 

 

 

 

基本施

基本施

基本施

基本目
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本施

基本施

基本施

基本施

基本目
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本施

基本施

◇ 基

■市民

学校・
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